
事業の概要

目的（動機）

・2013（平成 25）年度に廃校となった南方小学校では、当時の生徒の親世代が中

心となり、廃校にともなう地域活力の低下を防ぐべく、学校施設を活用した各種イ

ベントを実施し、現在も地域のコミュニティ広場として活用するなどの努力が続け

られている。また、地域青年団（南風会）が現地で夏祭りやボランティアイベント

を開催し地域の活性化を継続させている。

・このような中、廃校後 10年の区切りに、広島市へのアクセスの主要道に位置し、

耐震化対応がされた建屋を有する廃校施設のさらなる有効活用を図るべく、地域

内、町内及び町外の有志の提案で、地域課題を解決する事業拠点として廃校施設を

活用することで、ひと、企業の呼び込みで、地域の賑わい、町全体への賑わいへと

波及させる「旧南方小学校再生プロジェクト」を立ち上げることとなった。

事業内容

旧南方小学校校舎

・「旧南方小学校再生プロジェクト」では、将来的事業も含めると、大

きくは次の４つの地域課題の解決にむけた事業展開の拠点として活用

をすることをめざしており、事業主体となる人材・企業の誘致、事業展

開に必要となる施設改修に取り組むものである。

・主要事業の内容は以下のとおりである。

※①② 本年事業対象



※③④ 将来的事項（本年事業対象外）

・施設改修面は、消防設備・トイレ改修等の基礎的工事については、町

で実施されており、女性起業家による畑のフードロスに着目したパン

屋が本年度開業をめざして、クラウドファンデングを活用し、調理機

材等の調達、メニュー開発等の準備が進行中である。

・きたひろ地域自立支援プロジェクト事業認定を受けることで、本年度

は、女性起業家とのシナジー効果を高める為、廃校活用施設への集

客・交流のエンジンとする必要があると考え、フード事業の立ち上げ

として施設改修を着手したいと考えている。

・具体的には、次の２つの取組みを推進する。

→旧校舎 1階部分のフードロスに着目したパン屋の開業と販売開
始、それを活かすカフェスペース、将来的に計画している弁当事

業への活用に必要な改修事業

→既存教室をコミュニティスペースへ改修を行いイベントや集い
の場として活用する。

将来的な項目（本年事業対象外）

→次年度以降に旧校舎２階部分のサテライトオフィスへの改修お

よび企業誘致活動の実施

・本事業の肝となる事業として、上記事業をより具体的かつ効果を最大

化する為、コンサルティングを活用する。

コンサルティング活用の主な目的・意義

→地域資源（地域内の食材や人・もの・情報・お金）を最大限活用し、

資源循環の仕組みを構築すること

→地域住民の集いの場であり、町外からの来訪者との交流が活発に行

われる場であること

→将来的事業である、サテライトオフィスへの誘致へ好循環が生まれ

る事業・改修であること

→知見やデータを基に事業目的を継続的かつ実現可能な実施計画で



あること

1Fのパン工房・カフェ改修

将来的事項（本年申請事業対象外）

２Fのサテライトオフィスへの改修


